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改革改善
の考え方

①問題
点

参加者の高年齢化の重大事故への危惧。

②改革
提案

作業範囲の限定（ごみを拾うなど危険性の低い作業のみ行う）

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

生活に身近な美化活動を通じ、環境への理解を深めてもらうことができた。

総事業費①+② 2,906 3,052 2,840 2,978

50

臨時職員所要時間

一般財源 2,727 3,052 2,840 2,978

人件費計（千円）② 179 0

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 2,727 3,052 2,840 2,978

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

【事業名称の変更】
７月第一日曜日を全市一斉河川清掃実施日として計画する。草・土砂に
ついては、飯田建設事務所の管理する松川河川敷へ仮置き後、桐林ク
リーンセンターで処分し、土砂は業者による処分とする。

１清掃された河川数：通年
２　動員人数
３　車の借上台数
４　障害保険料
５　草処理
６　土砂処理

175河川
約19,000人
90台
178,960円
44ｔ
約16立米

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

全市民にて河川清掃を実施　＜参考＞細々目名：環境衛生事業費
身近な環境を自分たちの手で改善する活動の一つとして、全市一斉に河川清掃を実施するように呼びかける。
実施日・実施内容は地区により異なる場合もあるので、やり方について検討が必要である。

成果
指標

河川清掃をする一級河川数／飯田市の一級河川数
（％）

100 100 100 100

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

身近な自然が守られていると感じる市民の割合

河川数（井水除く。）
 一級河川６２・準用河川１１３

175

意図（どういう状態
にするか）

市民参加により環境が整備される。（生活環境の維持）
目
的

対象（誰・何を） 河川及び周辺

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 51 緑の保全と創出
基本計画上
の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

H27担当課等名 環境課 H27係等名 環境衛生係 H26係等名 環境衛生係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 22 終了
事務事業名 水辺等美化活動事業（河川清掃事業）

会計 一般会計
19 11

事業種別 政策

5 施策№ 51 事業№


